


寒　
　

害

・風の吹きこみは寒害を助長するため、事前に防風網、
防風垣の設置や寒冷紗などを被覆し、防風・防寒対
策の徹底をしましょう。
・無加温ハウスでは、ビニルの破損箇所や隙間をふさ
ぎ、二重被覆や補助加温器具等を準備して、寒害防止
に備えましょう。

・低温により、草勢が低下するため、晴天日に葉面散布
を行い草勢回復を図りましょう。
・果菜類では、低温により芯が止まった場合は、主枝の
更新を行い、また、実に被害が出た場合は速やかに摘
果をして草勢回復を図りましょう。

雪　
　

害

・ハウスバンドやビニルは、たるみ等がないように張
り直します。栽培が行われていないハウスは、次作に
影響がなければ、速やかに被覆物を除去し、ハウスの
倒壊を回避しましょう。
・屋根被覆資材の表面に雪の滑落を妨げるような突出
物がないかを事前に点検します。特に防風ネットや
外部遮光資材等は必ず撤去するようにしましょう。
・雪の重みでハウスが倒壊しないよう、支柱や筋交い
等によりハウスを補強しておきます。特に連棟ハウ
スの場合は、谷部に雪が積もるので、谷下の補強も徹
底しましょう。
・加温施設のあるハウスでは、暖房機の燃油残量を確
認し、暖房機や電源、配線等についても正常に作動す
るか確認しておきましょう。
・融雪水が速やかに排水できるよう、事前にハウス周
囲に排水溝を設置しましょう。

・加温施設のあるハウスは、積雪と同時に設定温度を
高めて二層カーテンを開き、融雪させて雪の滑落を
促しましょう。
・無加温ビニルハウスは、ビニルが傷まないよう布
などを巻いたものを使い、早めに雪下ろしを始めま
しょう。
・屋上散水の施設がある場合は降雪と同時に多めに散
水しましょう。
※積雪が10cmを超え、雪の重さによってハウスが耐
えられないと判断したら、ビニルを切り裂いて雪を
落としハウスの倒壊を防ぎます。

低　
　

温

・果実の袋かけ、寒冷紗やサニーセブン等の不織布に
よる樹体被覆を行いましょう。
・果実の凍結が懸念される場合には、収穫期にある露
地栽培の品種は収穫を急ぎましょう。
※袋かけや樹体被覆を行った果実も、その保温効果は
1～2℃程度です。従って、－5℃以下の低温が予想さ
れる場合には、凍結の恐れがありますので、できるだ
け収穫を行います。
・施設栽培で加温できる園では、最低温度を0℃程度
に設定して保温します。また、無加温施設等の完熟栽
培園では、ストーブ等を設置して補助加温を行いま
しょう。
・既に収穫して貯蔵庫内にある果実についても、庫内
が－3℃以下に下がると凍結しやすいので、庫内を密
閉して保温に努めましょう。

・凍結したと考えられる果実は、必ず区分して貯蔵を
しましょう。
※収穫の途中で寒波に遭遇した場合には、被害後に収
穫した果実がわかるようにしておきましょう。果実
が凍結した場合は、低温被害後約3週間目頃からす上
がりの発生が確認できます。出荷前には果実を輪切
りにして被害を確認し、出荷時にす上がり果が混入
しないようにしましょう。
・寒波に遭遇し、落葉が目立つかんきつ樹は、せん定は
他の樹より時期を遅らせ、せん定の程度も軽めに実
施しましょう。
・枝の枯死等の症状がみられるかんきつ園では、被害
部位のせん除を、発芽した春梢の新葉が緑化した後
に行いましょう。
・樹勢低下を防ぐため、発芽期前から窒素主体の葉面
散布を数回実施しましょう。

降　
　

雪

・暖房機のあるハウスでは、事前に暖房機、サーモ、燃
料等の点検、整備を実施しておきましょう。
・暖房のないハウスでは、倒壊防止のため事前に天井
部を支柱等で突き上げ補強を行っておきます。
・露地栽培園では、樹体の枝折れ、枝裂け防止のため支
柱で誘引し、補強（特に高接ぎ樹）を行っておきます。

・降雪と同時に二重カーテンを開き、暖房により融雪
を促進しましょう。
・雪が積もるような場合には早急に雪下ろしを行い、
なるべくビニルの上に雪が積もらないようにしま
す。
※積雪が10cmを超え、雪の重さによってハウスが耐
えられないと判断される場合には、ビニルを切り裂
いて雪を落としハウスの倒壊を防ぎます。
・樹体に積雪した場合には、果実障害（ヤケ果）や枝折
れ等、樹体損傷につながるので除雪に努めましょう。

事前対策 事後・降雪時対策

野　

菜

果　

樹

積雪により倒壊した「不知火」ハウス  

　日頃から、気象情報には気をつけておき、
寒波襲来の予報が発表された場合には、その
程度に応じた対応が必要です。

（寄稿）熊本県農林水産部生産局農業技術課農業技術支援室
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家
畜
は
一
般
的
に
、
暑
さ
に
比
べ
れ
ば

寒
さ
に
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
畜
種
あ
る
い
は
生
育
過
程
の

幼
若
に
よ
っ
て
は
寒
さ
に
も
弱
く
、
免
疫

力
や
増
体
な
ど
生
産
能
力
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
子
畜

は
体
重
、
体
積
に
対
し
て
体
表
面
積
が
大

き
い
た
め
体
温
が
奪
わ
れ
や
す
く
、
体
温

調
節
も
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
厳
寒
期
の
み
な
ら
ず
日
中
の
温
度
差

が
大
き
い
初
春
や
晩
秋
に
お
い
て
も
対
策

が
必
要
で
す
。

低温対策
（1）家畜の管理
①幼畜、子畜、老畜および病畜については観察の強化に努めて
ください。
②雨や多湿によって家畜の体表面を濡らすと、著しく体温が
奪われます。畜体を濡らさぬよう留意するとともに、体が濡
れた幼畜等は乾いた布などで拭きあげるなどしましょう。
③すきま風は、体に直接当たると外気温以上に体感温度が低
下します。コンパネやカーテンなどで、すきま風を防ぎま
しょう。
④幼畜等は、必要に応じて投光器やヒーター、幼畜用ベストな
どを活用して保温しましょう。
⑤厳寒期は体温保持のため通常期以上にエネルギーを必要と
します。増エサや栄養価の高い飼料の給与を検討しましょ
う。
⑥感染性疾病に対して免疫抵抗性も低下するため、通常期以
上に衛生対策を徹底しましょう。

（2）建物・施設の管理
①防寒対策ではすきま風の対策は重要ですが、密閉状態にし
てはいけません。アンモニアなどの有毒性のガスやホコリ
などが増え、呼吸器病等を引き起こす恐れがあります。保温
と換気をうまく調節することが重要です。
②牛舎等の敷料は厚く敷き、乾燥した状態に保ちましょう。牛
の腹を濡らして冷やさないことが重要です。豚舎、鶏舎など
で密閉性の高い施設では、乾燥し過ぎにも留意し、適切な換
気により湿度対策を行いましょう。
③投光器やヒーターなどは、漏電発火等を未然に防止するた
め、点検、ホコリ等の除去などを十分実施してください。
④水道管の凍結に備え、保温断熱材を巻くなどの対策を行い
ましょう。

（1）電源の確保
　台風時などと同様に降雪による停電も想定され
るため、発電機の準備をしておきましょう。

（2）建物・施設の補強
　必要に応じて、降雪や強風対策として支柱や筋
交い等による補強を行いましょう。

（3）除雪作業等における注意
　施設等の除雪を行う場合は、作業者の安全確保
を第一として十分注意して行ってください。密閉
度が高い畜舎では排気口の雪づまりに留意しま
しょう。

（4）ほ場の排水対策
　融雪後は飼料作物の根腐れを防ぐため、排水に
努めましょう。

雪害対策

家　

畜

寒
さ
対
策

  

ゆ
き 
対
策

大
丈
夫
で
す
か
？
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（1） 削　蹄
　予防方法はいろいろありますが、何と言っても
予防の1番目は削

さく

蹄
てい

です。牛の蹄は1カ月に5mm位
伸びます。蹄が伸び過ぎて形が悪くなると姿勢も
悪くなり、体重の支え方や歩き方に影響し、体形
も崩れてきます。放牧や運動が十分であれば、地
面との摩擦によって自然に正常な蹄長、蹄形が保
たれます。しかし、舎飼いの場合は数カ月に1回、
少なくとも1年に2回の削蹄が推奨されています。

（2） 飼料設計
　次に飼料設計も重要です。その理由としては、
穀類の割合が過剰に設計されたTMRや給与飼料の
急激な変化から引き起こされるルーメンアシドー
シスが原因で蹄

てい

底
てい

潰
かい

瘍
よう

、白
はく

帯
たい

病
びょう

、蹄
てい

葉
よう

炎
えん

というよ
うな蹄の病気になる場合があるからです。もしこ
れらの疾病が多いようであれば飼料設計を今一度
確認してみる必要があります。

（3） 蹄　浴
　そして 3 つ目として蹄

てい

浴
よく

も趾
し

間
かん

フレグモーネや趾
し

皮
ひ

膚
ふ

炎
えん

には効果が期待できます。蹄浴に使用する薬
剤はたくさんありますので、担当している獣医師と
十分に話し合って選択してください。
　その他、施設の不備が引き起こす四肢の外傷や
関節炎などを防止するために施設改築（マットな
ども含めて）という方法もありますが、経費がか
かるのですぐに行動に移すことは難しいと思いま
す。しかし施設の不備が原因で多くの牛が疾病に
罹っているのであれば優先して改築を検討するべ
きだと思います。

　まず「牛が立っているとき、人の膝
ひざ

にあたる部
分はどこでしょう？」人の足を牛の爪と同じだと
考えると牛の飛節（図1）が、人の膝と同じ部位の
ような感じがします。しかし、正解は膝が図1の★
部分で、飛節が人の踵

かかと

と同じ部位です。そのため
牛はいつも踵をつかずに、バレリーナのような姿
勢でつま先立ちしていることになります。
　また支えている骨の数で比べてみると、人は足
が2本で52個、牛は足が4本で8個が地面に接する位
置にある骨です。成牛は体重が人の10倍くらいあ
るにもかかわらず、人のわずか15％の骨の数で体
を支えています。そのため蹄

ひづめ

には常に大きな負担
がかかっていて、ひとたび
病気になると寝たり起きた
りするのにも苦労するので
す。そして、たとえ起立で
きたとしても痛みのストレ
スから生産性は著しく悪化

します。
　このよう
に体の構造
から考える
と牛の足、
つまりツメ
がとても大
切だという
ことがわか
ります。
　それでは
「蹄を健康に保つためには、どのようにしたら良
いのでしょうか？」負担が大きい部分のため一度
病気になると治療に長期間を要する可能性がでて
きます。そこで他の疾病同様かそれ以上に早期発
見、早期治療、更に進んで予防の意識がとても重
要になります。

診療所だより

「牛にとって
ツメはとても大切です」
よく耳にする言葉ですが、なぜそれ
ほど大切といわれるのでしょうか。
今回は人と牛における体の構造の違
いから、ツメの大切さについて考えて
みようと思います。

家畜診療所本所

技師木村 克成

★

飛節＝人のかかと

図1

　今回は一般的によく言われていることを羅列し
たような感じになっています。しかし蹄の健康を
考えるうえで、簡単な必殺技の類はありません。
すべてに通じていますが早期発見、早期治療そし
て予防がとても重要です。

ひざ

も大大切

★★予防方法はこれ予防方法はこれ！！
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暖
房
機
の
点
検

清
掃
に
よ
る
燃
焼
率
の
向
上

　

暖
房
機
は
、長
年
使
用
し
て
い
る

と
、カ
ス
や
ス
ス
が
詰
ま
っ
た
り
、部

品
が
摩
耗
し
た
り
し
て
、暖
房
効

率
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。加
温

能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

に
も
１
年
に
１
回
は
点
検・清
掃
を

実
施
し
、燃
焼
率
の
向
上
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

（
１
）熱
交
換
面（
缶
体
）の
清
掃

　

Ａ
重
油
暖
房
機
で
は
、燃
料
に

含
ま
れ
る
硫
黄
や
灰
分
な
ど
カ
ス

が
缶
体
内
に
溜
ま
り
ま
す
。そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
煙
管
が
詰

ま
って
黒
煙
を
発
生
し
た
り
、不
着

火
に
な
る
な
ど
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
り
ま
す
。暖
房
シ
ー
ズ
ン

終
了
後
、カ
ス
が
固
ま
る
前
に
、で

き
る
だ
け
早
く
缶
体
の
掃
除
を
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
２
）バ
ー
ナ
ー
ノ
ズ
ル
の
交
換
と

　
　

周
辺
の
清
掃

　

ノ
ズ
ル
が
摩
耗
す
る
と
、噴
霧
燃

油
量
が
増
加
し
燃
焼
効
率
が
低

下
し
ま
す
。１
シ
ー
ズ
ン
毎
又
は
10

㎘
消
費
を
目
安
に
ノ
ズ
ル
交
換
し
、

バ
ー
ナ
ー
ノ
ズ
ル
周
辺
の
汚
れ
も
掃

除
し
て
無
駄
の
な
い
燃
焼
を
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

（
３
）エ
ア
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
調
整

　

煙
突
か
ら
白
煙
や
黒
煙
が
出
る

場
合
は
、バ
ー
ナ
ー
の
エ
ア
ー
シ
ャ
ッ

タ
ー（
燃
焼
空
気
取
入
口
）の
調
整

が
必
要
で
す
。排
煙
が
無
色
に
な

る
よ
う
白
煙
の
時
は
シ
ャッ
タ
ー
を

閉
じ
気
味
に
、黒
煙
の
時
は
開
け

気
味
に
し
て
空
気
量
を
調
整
し
て

く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
保
温
性
の
確
保

　
ハ
ウ
ス
内
に
内
張
カ
ー
テ
ン
を
天

井
面
と
側
面
に
張
り
、気
密
性
を

高
め
、多
層
化
す
る
ほ
ど
保
温
効

果
は
高
ま
り
ま
す
。表
１
の
よ
う

に
素
材
に
よ
っ
て
保
温
効
果
が
異

な
り
ま
す
の
で
ハ
ウ
ス
の
軒
高
や
品

目
に
応
じ
て
選
択
し
ま
す
。

　
一
方
、ハ
ウ
ス
内
へ
の
太
陽
光
の
透

過
量
が
多
い
と
光
合
成
が
促
進
さ

れ
収
量・品
質
向
上
に
つ
な
が
り
、

地
温
が
上
昇
し
蓄
熱
す
る
こ
と
で

省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
冬
季

は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
外
部
被
覆
資
材
が
汚
れ
て
い
る

場
合
は
、圧
力
を
か
け
た
水
で

洗
浄
し
、太
陽
光
の
透
過
を
よ

く
す
る
。

②
冬
季
使
用
し
な
い
換
気
扇
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
隙
間
を
目
張
り

し
、外
部
被
覆
資
材
に
隙
間
や

破
れ
が
な
い
か
点
検
す
る
。

③
内
張
カ
ー
テ
ン
は
多
層
化
す
る

ほ
ど
光
透
過
性
が
低
下
す
る
の

で
、作
物
の
生
育
特
性
を
勘
案

し
、必
要
に
応
じ
て
カ
ー
テ
ン
の

開
閉
を
実
施
す
る
。

④
内
張
カ
ー
テ
ン
留
具
の
緩
み
が
な

い
か
、カ
ー
テ
ン
の
裾
は
地
面
に

密
着
し
て
い
る
か
、大
き
な
隙
間

が
な
い
か
点
検
す
る
。

ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
管
理

　

内
張
カ
ー
テ
ン
を
多
層
化
す
る

こ
と
で
保
温
性
は
増
し
ま
す
が
、ハ

ウ
ス
内
の
湿
度
が
高
く
な
り
、病
気

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。ハ
ウ

ス
内
の
湿
度
管
理
、結
露
水
の
除

去
を
行
う
こ
と
で
収
量・品
質
の
低

下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。。

①
夕
方
ハ
ウ
ス
を
閉
め
込
む
前
に

換
気
を
行
い
、ハ
ウ
ス
内
の
温
か

い
湿
っ
た
空
気
を
排
出
す
る
。

②
ハ
ウ
ス
内
通
路
は
全
面
マ
ル
チ
に

す
る
か
、籾
殻
な
ど
を
敷
き
過

湿
を
防
ぐ
。

③
結
露
は
天
井
ビ
ニ
ル
内
側
に
多

く
付
着
す
る
た
め
、ハ
ウ
ス
谷
下

に
樋
等
を
設
置
し
、天
井
か
ら

流
れ
落
ち
る
結
露
水
を
集
め
ハ

ウ
ス
外
に
排
出
す
る
。

熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
局　

農
業
技
術
課
農
業
技
術
支
援
室

上
村 

法
光

施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

写真　谷下はカーテンの合わせ目に隙間ができるため
　　　ビニルを張り密閉性を高めましょう。

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

谷の隙間を塞ぎ
密閉性を高める

樋を設置し天井
からの結露水を
集めてハウス外
へ排出する

隙間がないよう
きちんと留める

図　隙間の点検箇所及び結露水対策

表１　ビニルハウスにおける保温被覆時の熱節減率
保温方法 種　　類 熱節減率

1層カーテン

ポリエチレンフィルム 0.35
塩化ビニルフィルム 0.40
不織布 0.30
アルミ割布（アルミ2：透明1） 0.40
アルミ混入フィルム 0.45
アルミ蒸着フィルム 0.55

2層カーテン

ポリ＋ポリ 0.45
ポリ＋不織布 0.45
塩ビ＋ポリ 0.50
塩ビ＋不織布 0.50
塩ビ＋塩ビ 0.55
塩ビ＋アルミ割布（アルミ2：透明1） 0.55
ポリ＋アルミ蒸着 0.65

熱節減率：カーテンが装備されていない場合に比べてどの程度の熱節減効果があるか
を表します。例えば、ポリエチレンの1層カーテンを設置した場合の熱節減率0.35は、1層
カーテンを設置していない場合に比べ35％の放熱量が削減されることを示します。

　

越
冬
栽
培
を
行
う
施
設
園
芸
で

は
、近
年
の
燃
油
価
格
の
上
昇
に

よ
り
、農
家
経
営
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
お
り
、収
量・
品
質
を
維

持
し
な
が
ら
、い
か
に
コ
ス
ト
を
削

減
し
て
い
く
の
か
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。多
層
内
張
カ
ー

テ
ン
や
循
環
扇
を
導
入
す
る
な
ど

積
極
的
に
省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
生
産
者
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
が
、ま
ず
は
、既
存
の
施
設

装
備
の
中
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る

ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
経
営
安
定
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

4HINOKUNI



①
父
、夫
、子
供
１
人
の
４
人
家
族

②
水
稲
１
０
９
㌃
、施
設
野
菜
70
㌃

①
祖
母
、両
親
、兄
、妻
、子
供
１
人
の

７
人
家
族

②
水
稲
30
㌃
、ス
イ
カ
２
１
０
㌃
、

ダ
イ
コ
ン
50
㌃

①
両
親
、妻
、子
供
２
人
の
６
人
家
族

②
春
ニ
ガ
ウ
リ
40
㌃
、秋
ニ
ガ
ウ
リ

20
㌃
、春
メ
ロ
ン
15
㌃
、秋
メ
ロ
ン

15
㌃
、水
稲
２
５
０
㌃

ひとくちメモひとくちメモ

取扱金融
機関
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小
さ
い
頃
か
ら
農
業
を
す
る
両

親
の
姿
を
見
て
、
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
20
歳
の
時
に
就
農
し
、

10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

本
格
的
に
農
業
を
始
め
た
頃
は
、

毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
大
変
で
し
た

が
、
周
り
の
人
達
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

あ
り
楽
し
く
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
両
親
と
兄
と
４
人
で
、

水
稲
・
ス
イ
カ
を
栽
培
し
、
自
分

で
は
ダ
イ
コ
ン
の
栽
培
に
力
を
入
れ

て
頑
張
って
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
両
親
の
経
営
内

容
を
受
継
ぎ
、
品
質
管
理
の
ア
ッ

プ
、
消
費
者
へ
の
安
心
・
安
全
・
規

模
拡
大
を
目
標
に
頑
張
って
い
き
た

い
で
す
。

会
社
を
退
職
後
、
家
の
農
業

を
継
い
で
16
年
目
に
な
り
ま
す
。

就
農
５
年
目
で
採
算
の
合
わ
な
い

メ
ロ
ン
に
代
わ
る
新
し
い
作
物
を

と
、
ニ
ガ
ウ
リ
の
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
仲

間
と
協
力
し
た
日
々
は
貴
重
な
経

験
で
す
。

現
在
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
二
酸
化

炭
素
濃
度
調
整
に
よ
る
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

視
察
研
修
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
知
識
習
得
だ
け
で
な

く
同
世
代
と
の
交
流
で
刺
激
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
よ
。
世
代
や
作
物

の
垣
根
を
越
え
て
、農
家
同
士
で
、

地
元
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

夫
と
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
知
り

合
い
結
婚
し
て
29
年
経
ち
ま
す
。

趣
味
は
小
旅
行
で
す
が
、
な

か
な
か
行
け
な
い
の
で
、
旅
行

誌
の
無
料
宿
泊
券
に
応
募
し
て

当
た
っ
た
ら
夫
と
旅
行
す
る
よ

う
に
き
っ
か
け
作
り
か
ら
や
っ

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
九
州

内
で
す
が
昨
年
は
３
回
行
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
で
パ
セ
リ
・
春
菊
・
ほ

う
れ
ん
草
と
、
時
期
に
合
わ
せ
て

作
付
け
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
の
一
番
の
楽
し
み
は
孫（
現
在

３
人
）が
会
い
に
来
て
く
れ
る
こ

と
で
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
し
て
も

ら
っ
て
子
ど
も
達
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。

品
質
ア
ッ
プ
と

消
費
者
へ
の
安
心
・
安
全
を

楽
し
み
が
あ
れ
ば

　
　

   

頑
張
れ
ま
す

地
元
農
業
を
盛
り
上
げ
た
い

畑は
た
の野 

健け
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
30
）

佐さ
と
う藤 

千ち
は
る春

さ
ん（
49
）

野の

だ田 

祐ゆ
う
き樹

さ
ん（
35
）

毎日一生懸命頑張っている組合員さんにお聞きしました
① 家族構成　 ② 経営内容

①
父
、妻
、子
供
３
人
の
６
人
家
族

②
水
稲
40
㌃
、花
き
50
㌃

①
妻
、子
供
２
人
の
４
人
家
族

②
温
州
ミ
カ
ン
４
０
０
㌃
、タ
ケ
ノ
コ

１
０
０
㌃

①
祖
父
母
、両
親
、兄
、妻
の
７
人
家
族

②
ス
イ
カ
１
８
０
㌃
、メ
ロ
ン
50
㌃
、

キ
ュ
ウ
リ
20
㌃
、水
稲
50
㌃

共済掛金は、口座振替でお願いします！
口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がご説明に伺います。

上記以外の全国の金融機関からの振替もできます。
詳しくは、お近くのＮＯＳＡＩへお尋ねください。

家畜の異動があった場合は、
ＮＯＳＡＩ・診療獣医師・個体識
別センターへ、速やかにご連
絡ください。

○農業協同組合（JA）　　　○肥後銀行
○ゆうちょ銀行（郵便局）　○信用金庫
○熊本銀行（旧熊本ファミリー銀行）

共済掛金は、口座振替でお願いします！
口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がご説明に伺います

ひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモN O S A I

家畜の異動通知は
義務です

取扱金融
機関
取扱金融
機関
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今
年
で
15
年
目
、
花
を
中
心
と

し
た
農
業
で
す
。
夏
は
ヒ
マ
ワ
リ

や
ホ
オ
ヅ
キ
、
冬
は
ス
ト
ッ
ク
や

ア
イ
リ
ス
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
病
気
が
多
く
デ
リ
ケ
ー
ト
な

作
物
な
の
で
、
日
々
の
管
理
が
大

切
で
す
。

栽
培
計
画
を
立
て
、
大
事
に

育
て
た
花
が
高
値
で
売
れ
た
と
き

に
は
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
な
か
な

か
計
画
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
自
分
の
努
力
が
結
果
に
つ
な

が
る
と
こ
ろ
が
農
業
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。

夏
や
秋
は
収
穫
と
出
荷
の
毎

日
で
休
む
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
間
に
余
裕
が
で
き
た
ら
趣
味
の

魚
釣
り
に
い
き
た
い
で
す
。

高
校
を
卒
業
後
、
車
関
係
の
会

社
に
７
年
間
勤
務
し
ま
し
た
が
、

２
年
前
に
脱
サ
ラ
し
て
就
農
し
ま

し
た
。

結
婚
と
同
時
に
玉
名
市
へ
引
っ

越
し
、
毎
日
熊
本
市
へ
13
㎞
の
道

程
を
通
い
な
が
ら
、
両
親
と
一
緒

に
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

肥
料
は
、
全
て
有
機
肥
料
を
使

用
。
糖
度
12
度
以
上
を
目
標
に
、

消
費
者
の
み
な
さ
ん
が
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
ミ
カ
ン
作

り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。　

将
来
は
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
ス

プ
レ
ヤ
ー
防
除
な
ど
機
械
化
を
進

め
、
農
作
業
の
効
率
化
、
省
力
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
と
同

時
に
就
農
し
９
年
目
に
な
り
ま
す
。

が
ん
ば
っ
た
分
、
結
果
が
つ
い
て

く
る
の
が
農
業
の
魅
力
で
す
。

２
年
前
か
ら
六
次
産
業
化
に
取

組
み
、規
格
外
と
な
っ
た
ス
イ
カ
、

メ
ロ
ン
の
ド
ラ
イ
チ
ッ
プ
ス
を
独

自
に
試
作
し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤

の
末
に
完
成
し
、
昨
年
か
ら
販
売

し
て
い
ま
す
。
メ
ロ
ン
に
つ
い
て

は
、改
良
の
余
地
が
あ
り
ま
す
ね
。

近
年
、
ス
イ
カ
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
る
鹿
本
地
域
も
、
農
家
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
産
地
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
特
産
物
を
使
っ

た
加
工
品
を
色
々
考
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

努
力
が
結
果
に
つ
な
が
る

糖
度
12
度
以
上
を
目
標
に

岩い
わ
し
た下 

秀し
ゅ
う
じ二

さ
ん（
43
）

杉す
ぎ
も
と本 　

武
た
け
るさ

ん（
27
）

岡お
か
や
ま山 

祐ゆ
う
だ
い大

さ
ん（
28
）

独
自
に

　

ド
ラ
イ
チ
ッ
プ
ス
作
り



阿蘇市

井野 寿映くん（10歳）
い 　  の と し  あ き

わたしの家族

菊池市

亀
尾
城
址
公
園

  

前
川
・
清
水
水
源

ぼ
く
の
家
族
は
７
人
家
族
で

す
。ぼ
く
の
家
は
、お
米
と
リ
ン

ド
ウ
の
花
を
作
っ
て
い
ま
す
。

リ
ン
ド
ウ
の
花
は
、
青
色
や
白

色
や
ピ
ン
ク
色
が
あ
り
ま
す
。

い
そ
が
し
い
と
き
は
、
箱
づ

め
の
時
の
新
聞
し
き
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。お
父
さ
ん
が
リ

ン
ド
ウ
を
５
束
ず
つ
い
れ
た
ら

新
聞
を
２
枚
し
き
ま
す
。お
父

さ
ん
が
早
く
入
れ
る
の
で
、
あ

せ
が
で
る
く
ら
い
い
そ
が
し
い

で
す
。

お
父
さ
ん
た
ち
も
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
て
い
る

の
で
、
ぼ
く
も
学
校
の
ク
ラ
ブ

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
サ
ッ
カ
ー

を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

 あ 　  か  　 り   

の り 　 こ  

とし  あ き

 た 　  か  　 よ

お姉ちゃん

お母さん

ぼく

おばあちゃん

安華里 さん（16 歳）

憲子 さん（38歳）

寿映 くん（10歳）

多歌代 さん（73 歳）

﹇
前
列
左
か
ら
﹈

じゅ  い ち   

え つ 　 お

あ き  の り

お父さん

おじいちゃん

お兄ちゃん

寿一 さん（48 歳）

悦雄 さん（77歳）

晃誉 くん（13歳）

﹇
写
真 

後
列
左
か
ら
﹈

HINOKUNI9

前
川
水
源
は
、
亀
尾
城
址
公
園
と
し
て
も

整
備
さ
れ
、
二
連
水
車
が
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
水
車
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き

と
、
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
名
水
に
魅
せ
ら

れ
、
水
汲
み
を
す
る
人
の
姿
が
絶
え
ま
せ

ん
。
全
国
に
知
ら
れ
、う
ま
い
と
評
判
の「
七

城
米
」の
栽
培
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
川
水
源
の
横
に
は
、
菊
池
18
外
城
の
一

つ
亀
尾
城
址
が
あ
り
、
今
で
も
塀
や
土
塁
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎮
座
す
る
板
井
熊
野
神

社
と
と
も
に
、
山
城
の
歴
史
と
の
ど
か
な
雰

囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。

近
接
す
る
清
水
水
源
は
、
樹
齢
数
百
年
と

い
わ
れ
る
杉
の
根
元
に
水
神
様
が
祀
ら
れ
、

清
ら
か
な
水
が
湧
い
て
い
ま
す
。

豊
か
な
水

源
と
、
厳
か

な
神
社
公
園

を
散
策
し
な

が
ら
、
七
城

の
自
然
を
満

喫
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ

う
か
。

七
城
町
の
自
然
を
満
喫

県
道
53
号
線
沿
い
に
あ
る
七
城
温
泉

ド
ー
ム
か
ら
、
同
町
前
川
・
清
水
地
区

集
落
へ
車
で
約
3
分
走
る
と
、
熊
本
名

水
百
選
の
一
つ
「
前
川
・
清
水
水
源
」

が
あ
り
ま
す
。

両
水
源
は
菊
池
川
の
湧
水
地
帯
に
あ

り
、
そ
の
清
ら
か
な
水
は
、
今
も
地
域

の
人
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

387387

139139

5253

七城温泉七城温泉

七城中七城中

七城郵便局七城郵便局

コメリコメリ

菊池川
前川水源・
亀尾城址公園

清水水源

共済部長さん

紹介コーナー

前川水源・亀尾城址公園
熊本方面から387号線（日田街道）を北上
し、道の駅泗水養生市場を過ぎた5差路を
七城温泉方向へ。七城温泉手前で右折し前
川水源へ。（菊池川より南側）
清水水源
菊池川を渡り右折し、清水の集落へ。

お 世 話 に
　 　 な り ま す

話 に
り ま すすな り ま すすすすすすす
共済部長共済部長さんさん共済部長さん

①
３
年
目

②
ひ
と
り
暮
ら
し

③
イ
チ
ゴ
12
㌃

①
８
年
目

②
母・妻・長
男
夫
婦・孫

の
６
人
家
族

③
水
稲
１
２
１
㌃
、Ｗ
Ｃ
Ｓ

62
㌃
、繁
殖
牛
21
頭

（
赤
牛
17
頭
、黒
牛
４

頭
）、粗
飼
料
８
０
０
㌃

ＮＯＳＡＩ事業は、各集落・地域で活躍されている共済部長
さんに支えられています。
　熊本県内5,079名の共済部長さんに、組合と農家をつ
なぐ役割を担っていただいています。
　頼れる各地の共済部長さんを紹介します。

①共済部
長歴

②家族構
成

③経営内
容

紹介コーナー紹介コーナー紹介コーナー

山
迫 

則
之
さ
ん（
58
）

や
ま
さ
こ　

の
り
ゆ
き

気
さ
く
に

　
　
　

聞
け
る
関
係

玉
名
市

　
「
自
由
気
ま
ま
に
イ

チ
ゴ
栽
培
を
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
山
迫
則
之

さ
ん
。14
年
間
の
会
社

勤
め
後
就
農
し
、
15
年

に
な
る
。

　

山
迫
さ
ん
の
作
る
イ

チ
ゴ
の
品
種
は
ト
ヨ
ヒ

メ
。「
ト
ヨ
ヒ
メ
一
筋
に

栽
培
し
て
き
ま
し
た
。

他
の
品
種
に
比
べ
て
玉

太
り
が
良
く
、
赤
身
も

あ
り
見
栄
え
が
い
い
。

そ
れ
に
栽
培
し
や
す
く

炭
そ
病
に
も
強
く
苗
の

管
理
が
し
や
す
い
で

す
。自
分
に
は
適
し
た

栽
培
品
種
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
話
す
。

　

土
づ
く
り
の
際
は
、わ

ら
の
す
き
込
み
を
必
ず

行
い
、
雑
草
や
病
虫
害

な
ど
を
防
ぐ
工
夫
を
欠

か
さ
な
い
。ま
た
、肥
料

も
有
機
肥
料
を
多
く
施

肥
す
る
よ
う
心
掛
け
て

い
る
。

　

共
済
部
長
歴
３
年
に

な
る
山
迫
さ
ん
は
「
職

員
の
顔
も
覚
え
、
制
度

に
つ
い
て
も
気
さ
く
に

聞
け
る
関
係
で
す
。農

済
と
農
家
を
つ
な
げ
る

パ
イ
プ
役
に
徹
し
て
い

ま
す
」と
話
す
。

　

最
近
は
忙
し
く
て
行

け
て
い
な
い
趣
味
の
イ

カ
釣
り
に
つ
い
て
「
若

い
頃
は
11
月
に
な
る

と
、
よ
く
行
っ
て
い
ま

し
た
ね
。時
間
を
み
つ

け
て
行
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
私
が
就
農
し
た
頃

は
、牛
馬
で
田
畑
の
作
業

を
行
い
農
繁
期
は
人
も

牛
馬
も
疲
れ
て
大
変
で

し
た
。今
は
機
械
化
が
進

み
農
業
の
形
態
も
随
分

変
わ
り
ま
し
た
ね
」と
話

す
光
木
さ
ん
は
就
農
し

て
55
年
に
な
る
。

　

以
前
は
葉
タ
バ
コ
中

心
の
経
営
だ
っ
た
が
、息

子
の
就
農
を
機
に
、繁
殖

牛
を
規
模
拡
大
。「
２
歳

の
孫
が
、小
さ
い
手
で
牧

草
を
牛
に
食
べ
さ
せ
る

仕
草
は
可
愛
い
で
す
よ
」

と
目
じ
り
を
下
げ
る
。

　

光
木
さ
ん
の
担
当
す

る
地
区
も
高
齢
化
が
進

み
、荒
廃
が
多
い
。農
地

を
守
る
た
め
休
耕
地
を

利
用
し
牧
草
な
ど
を
作

付
け
し
て
い
る
。

　

共
済
部
長
の
役
割
に

つ
い
て「
組
合
員
と
組
合

を
繋
ぐ
係
り
と
し
て
、両

者
の
連
絡
内
容
が
充
分

届
く
よ
う
説
明
す
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

全
国
的
に
災
害
が
多

発
し
て
い
る
中
で「
共
済

事
業
を
良
く
理
解
し
て

加
入
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。共
済
事
業

は
農
業
経
営
に
は
欠
か

せ
な
い
、自
然
災
害
に
対

す
る
お
守
り
だ
か
ら
で

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ

た
。

光
木 

邦
久
さ
ん（
71
）

み
つ
ぎ  

く
に
ひ
さ

共
済
事
業
は

　
　

 

農
業
の
お
守
り

南
阿
蘇
村
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